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日
本
に
お
い
て
上
下
水
道

事
業
は
、
い
わ
ば
官
に
よ
る

直
営
と
い
う
経
営
形
態
で
行

わ
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
も

同
じ
よ
う
に
官
に
よ
る
直
営

が
主
で
あ
る
。

反
面
、
そ
こ
に
は
共
通
の

課
題
も
存
在
す
る
。
公
共
事

業
と
し
て
の
投
資
資
金
の
不

足
、
非
効
率
な
事
業
運
営
、

脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

な
コ
ス
ト
意
識
、
維
持

管
理
に
関
す
る
長
期
戦
略
欠

如
及
び
資
金
運
用
等
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中

で
、
先
進
国
や
途
上
国
で
は

民
営
化
を
主
体
に
し
た
世
界

水
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
展
し
、
フ

ラ
ン
ス
系
の
ヴ
ェ
オ
リ
ア
、

ス
エ
ズ
、
ド
イ
ツ
系
の
Ｒ
Ｗ

Ｅ
社
な
ど
が
そ
の
市
場
の
八

割
を
寡
占
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
つ
ど
各
国
の
国
内
法
や

慣
習
・
文
化
の
違
い
に
よ

り
、
多
く
の
摩
擦
を
引
き
起

こ
し
た
。

紛
争
解
決
の
た
め
の
手
段

と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
が
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、

つ
ま
り
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス

の
国
際
規
格
の
制
定
で
あ
っ

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
が
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
と
、
そ
こ
に
国
際

的
な
取
り
決
め
が
必
要
と
な

る
の
は
当
然
の
動
き
で
あ

る
。そ

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
目
指
し
た
、
国
際
的
な
ソ

フ
ト
面
で
の
考
え
方
の
統

一
」
で
、
こ
れ
が
成
立
す
る

と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
各
社
は
維

持
管
理
に
関
す
る
″
グ
ロ
ー

バ
ル
共
通
入
場
券
″
を
手
に

入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

二
〇
〇
一
年
フ
ラ
ン
ス
か

ら
提
案
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
終
国
際
規
格
案
は
、
今

年
十
一
月
の
ウ
ル
グ
ア
イ
総

会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、
二
〇

〇
七
年
七
月
以
降
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
４
５
０
０
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
発
行
さ
れ
る
。
私
自
身
、

日
本
代
表
団
の
上
水
道
部
会

長
と
し
て
約
五
年
間
に
わ
た

り
国
際
規
格
作
り
に
参
加

し
、
日
本
の
優
れ
た
考
え
方

が
世
界
の
人
々
に
認
知
さ
れ

た
こ
と
は
、
望
外
の
喜
び
で

あ
っ
た
。

連
載
の
最
終
回
に
当
た

り
、
普
段
か
ら
思
っ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
。

筆
者
は
国
連
本
部
に
勤
務

し
て
い
た
時
、
途
上
国
の
上

下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に

携
わ
り
、
安
全
な
水
が
な
い

た
め
に
多
く
の
幼
児
が
死
亡

し
、
経
済
発
展
が
ま
ま
な
ら

な
い
多
く
の
国
を
見
て
き

た
。そ

こ
で
の
結
論
は
、「
上

下
水
道
事
業
は
、
そ
の
国
の

経
済
発
展
を
支
え
る
根
幹
で

あ
り
、
い
わ
ば
国
益
の
追
求

で
あ
り
、
休
ん
で
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
。

日
本
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｔ
革

命
な
ど
華
々
し
い
経
済
活
動

が
毎
日
報
じ
ら
れ
て
い
る

存
在
に
な
っ
て
い
る
。
一
〇

〇
年
以
上
に
わ
た
り
先
人
が

築
い
て
く
れ
た
上
下
水
道
イ

ン
フ
ラ
を
、
今
度
は
我
々
が

孫
の
代
ま
で
継
続
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
を
迎

え
、
上
下
水
道
事
業
の
環
境

は
更
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
か
つ
て
近
代

日
本
の
幕
開
け
は
黒
船
か
ら

始
ま
っ
た
。
最
初
は
う
ろ
た

え
た
が
、
時
間
と
と
も
に
英

知
を
結
集
し
、
乗
り
越
え
て

き
た
こ
と
が
日
本
の
力
に
な

っ
て
い
る
。

日
本
の
水
処
理
技
術
は
世

界
で
も
誇
れ
る
も
の
が
多

い
。
逆
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

波
を
利
用
し
、
日
本
の
優
れ

た
技
術
、
考
え
方
を
世
界
へ

広
げ
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
到
来
と
考
え
た
い
。

二
十
一
世
紀
は
水
の
時
代

と
言
わ
れ
、
優
れ
た
技
術
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の

技
術
が
世
界
に
貢
献
で
き
、

世
界
中
の
人
々
に
感
謝
さ
れ

る
日
が
く
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

（
終
わ
り
）

日
本
が
提
案
し
た
業
務
指

標
、
特
に
自
然
災
害
や
環
境

に
関
す
る
項
目
は
高
く
評
価

さ
れ
た
。

事
実
、
世
界
で
最
初
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
２
４
の
制
定

方
針
に
基
づ
い
て
提
案
さ
れ

た
日
本
の
「
水
道
事
業
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
は
、
規
格
制
定

中
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
、

カ
ナ
ダ
や
改
訂
作
業
中
の
Ｉ

Ｗ
Ａ
（
世
界
水
連
盟
）
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
影
響
を
与

Ｃ
２
２
４
「
上
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
活
動
の
国
際
規
格
化
」

は
、
簡
単
に
言
う
と
「
上
下

水
道
の
維
持
管
理
に
関
す
る

国
際
指
針
」
作
り
で
あ
る
。

建
設
や
処
理
方
法
は
含
ま

ず
、
目
標
値
等
は
定
め
な
い

取
り
決
め
で
あ
る
。

二
五
カ
国
の
専
門
家
、
論

客
が
参
加
す
る
こ
の
国
際
規

格
作
り
に
、
日
本
代
表
団
は

第
一
回
パ
リ
総
会
か
ら
積
極

的
に
発
言
し
、続
く
オ
タ
ワ
、

韓
国
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ベ
ル
リ

ン
総
会
の
場
で
も
日
本
の
主

張
を
繰
り
返
し
、
二
〇
〇
五

年
一
月
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
レ

ン
シ
ア
会
議
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
附
属

書
に
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
登
録
さ
せ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
加
盟
各
国
の
代
表

団
か
ら
は
、「
い
つ
も
は
お

と
な
し
い
日
本
。
今
回
は
ど

う
し
た
の
」と
驚
か
れ
た
が
、

上
下
水
道
は
経
済
の
根
幹

上
下
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世
界
水
ビ
ジ
ネ
ス
と

国
際
ル
ー
ル
の
必
要
性

国
際
ル
ー
ル
作
り

へ
の
日
本
の
貢
献

上下水道サービスの新視点

世
界
水
ビ
ジ
ネ
ス
と

世
界
水
ビ
ジ
ネ
ス
と 

日
本
の
役
割
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吉
村

よ
し
む
ら

和
就

か
ず
な
り

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・

ジ
ャ
パ
ン
代
表

21
世
紀
は
水
の
時
代
―
―

世
界
に
貢
献
す
る
日
本

ＩＳＯ／ＴＣ２２４のワーキン
ググループ３（上水道）議長
（カナダ）に日本のガイドライ
ンを説明する筆者（写真左）

が
、
そ
の

よ
う
な
経

済
活
動
に

目
を
奪
わ

れ
、
国
の

根
幹
と
し

て
の
上
下

水
道
の
重

要
性
は
ほ

と
ん
ど
忘

れ
ら
れ
た


